
 

様式第１号 

 令和４年６月３０日  

 

 愛知県知事 大村 秀章 殿 

 

             法人所在地 愛知県安城市相生町５－９ 

           法 人 名 学校法人 さくら学園 

             （代表者職氏名）理事長 岩瀬 せつ子  

 

大学等における修学の支援に関する法律第７条第１項の確認に係る申請書 

 

○申請者に関する情報 

大学等の名称 慈恵歯科医療ファッション専門学校 
大学等の種類 
（いずれかに○を付すこと） 

（大学・短期大学・高等専門学校・専門学校） 

大学等の所在地 愛知県安城市相生町２０４ 

学長又は校長の氏名 校長 大石 純男 

設置者の名称 学校法人 さくら学園 

設置者の主たる事務所の所在地 愛知県安城市相生町５－９ 

設置者の代表者の氏名 理事長 岩瀬 せつ子 
申請書を公表する予定のホーム

ページアドレス http://jikei.sakura-g.ac.jp 

 
※ 以下のいずれかの□にレ点（☑）を付けて下さい。 
 
□ 確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第１項に基づき確

認申請書を提出します。 
 
☑ 更新確認申請 

大学等における修学の支援に関する法律施行規則第５条第３項に基づき更

新確認申請書を提出します。 
 
 
※ 以下の事項を必ず確認の上、すべての□にレ点（☑）を付けて下さい。  
☑ この申請書（添付書類を含む。）の記載内容は、事実に相違ありません。 
 
☑ 確認を受けた大学等は、大学等における修学の支援に関する法律（以下「大

学等修学支援法」という。）に基づき、基準を満たす学生等を減免対象者とし

て認定し、その授業料及び入学金を減免する義務があることを承知していま

す。 
 
☑ 大学等が確認を取り消されたり、確認を辞退した場合も、減免対象者が卒

業するまでの間、その授業料等を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ この申請書に虚偽の記載をするなど、不正な行為をした場合には、確認を

取り消されたり、交付された減免費用の返還を命じられる場合があるととも



  

に、減免対象者が卒業するまでの間、自らが費用を負担して、その授業料等

を減免する義務があることを承知しています。 
 
☑ 申請する大学等及びその設置者は、大学等修学支援法第７条第２項第３号

及び第４号に該当します。 

 

○各様式の担当者名と連絡先一覧 
様式番号 所属部署・担当者名 電話番号 電子メールアドレス 

第１号 本部事務・宮治友也 0566-76-4118 t.miyaji@sakura-g.ac.jp 

第２号の１ 校長 大石純男 0566-74-2745 s.oishi@sakura-g.ac.jp 

第２号の２ 本部事務・宮治友也 0566-76-4118 t.miyaji@sakura-g.ac.jp 

第２号の３ 校長 大石純男 0566-74-2745 s.oishi@sakura-g.ac.jp 

第２号の４ 校長 大石純男 0566-74-2745 s.oishi@sakura-g.ac.jp 

 

○添付書類 
 
※ 以下の事項を必ず確認し、必要な書類の□にレ点（☑）を付けた上で、これ

らの書類を添付してください。（設置者の法人類型ごとに添付する資料が異な

ることに注意してください。） 
 
「⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置」関係 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の一覧表《省令で定める単位数等の

基準数相当分》 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》 
 
「⑵-①学外者である理事の複数配置」関係 
 
☑ 《一部の設置者のみ》大学等の設置者の理事（役員）名簿 
 
「⑵-②外部の意見を反映することができる組織への外部人材の複数配置」関係  
□ 《一部の設置者のみ》大学等の教育について外部人材の意見を反映するこ

とができる組織に関する規程とその構成員の名簿 
 
「⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表」関係 
 
☑ 客観的な指標に基づく成績の分布状況を示す資料 
 
☑ 実務経験のある教員等による授業科目の授業計画書（シラバス）《省令で定

める単位数等の基準数相当分》【再掲】 
 
その他 
 
☑ 《私立学校のみ》経営要件を満たすことを示す資料 
 
☑ 確認申請を行う年度において設置している学部等の一覧 



 

（添付書類）経営要件を満たすことを示す資料 
学校名 慈恵歯科医療ファッション専門学校 
設置者名 学校法人 さくら学園 

 

 

Ⅰ 直前３年度の決算の事業活動収支計算書における「経常収支差額」の状況 
 経常収入(A) 経常支出(B) 差額(A)-(B) 

申請前年度の決算 1,735,609,341円 1,433,027,530円 302,581,811円 

申請２年度前の決算 1,598,039,073円 1,349,062,196円 248,976,877円 

申請３年度前の決算 1,179,278,799円 1,108,533,821円 70,744,978円 

 

 

Ⅱ 直前の決算の貸借対照表における「運用資産－外部負債」の状況 
 運用資産(C) 外部負債(D) 差額(C)-(D) 

申請前年度の決算 3,518,014,650円 70,902,481円 3,447,112,169円 

 

 

Ⅲ 申請校の直近３年度の収容定員充足率の状況 
 収容定員(E) 在学生等の数(F) 収容定員充足率

(F)/(E) 

今年度（申請年度） 245人 150人 61.2％ 

前年度 245人 143人 58.4％ 

前々年度 245人 124人 50.6％ 

 

 

（Ⅱの補足資料）「運用資産」又は「外部負債」として計上した勘定科目一覧 
 

○「運用資産」に計上した勘定科目 

勘定科目の名称 資産の内容 申請前年度の決算

における金額 

保育所積立特定資産 保育所の施設整備に利用するため積立金 16,000,000円 

有価証券  1,085,048,000円 

現金預金  2.416,966,650円 

 合計  3.518,014,650円 

 

○「外部負債」に計上した勘定科目 

勘定科目の名称 負債の内容 申請前年度の決算に

おける金額 

未払金  70,902,481円 

   

 合計  70,902,481円 

 

備考 この用紙の大きさは，日本産業規格Ａ４とする。 


